
Comparisons of Posters to Promote Mask Wearing

言語: jpn

出版者: 

公開日: 2023-03-01

キーワード (Ja): 

キーワード (En): 

作成者: 鈴木, 清史

メールアドレス: 

所属: 

メタデータ

https://doi.org/10.14945/00029392URL



― ―3

パンデミック下でのマスク着用促進ポスターの研究

鈴　木　清　史１

はじめに
2020年を迎えてから新型コロナウィルスの感染が世界中に拡大した。３月11日世界保健機構（WHO）

は、このウィルスによる感染症の世界的大流行（パンデミック）を宣言した。各国の保健機関は感染拡
大阻止のため、個人で対応可能な方策を模索し提唱した。それらの代表的なものは密室（Closed	settings）、
人混み（Crowded	places）、人と人の近接な間隔（Closed	contact	settings）の回避、手洗いとうがいの
励行、そしてマスク着用であった。

最初の３つの要素はさほど時間がかからず３密（3C）と称され、３密（3C）の回避というかけ声の
もとで実践されるようなった。手洗いやうがいは一般的な健康管理の手段として以前から認められてい
たし、新型コロナ感染拡大以前から学校教育の中でも児童を対象に教えられていた。一方、マスク着用
は個人で対応可能な予防施策としては世界的には賛否が分かれていた。

第１次世界大戦時に大感染を引き起こした「スペイン風邪」に対処するために欧米でも日本でもマス
クの着用が呼びかけられた。しかし、この流行が収まると欧米ではマスクの着用がなされなくなった。

一方、日本ではマスクは日常生活に定着した。季節性インフルエンザの流行前や花粉症の季節になる
とマスク着用がもたらす予防効果が多くのメディアで取り上げられている。初冬から春にかけてマスク
を着用して街を歩いている人びとの姿はいわば季節の風物詩のようになっている。そのせいか、今回の
新型コロナへの予防策としてもマスク着用には大きな抵抗はなかったようである。

ある調査によると［日本リサーチセンター	2021］、新型コロナ感染が始まった2020年３月の時点で日
本では６割以上の人びとがマスクを着用していた。マスク着用者の割合が高いという類似の傾向は、タ
イ王国、台湾、香港などのアジアの国や地域の人びとのあいだでも見ることができた。

一方、この時期深刻な影響を受けていた英国、フランス、そして米国などでは人びとのマスク着用率
は一桁台であった。新型コロナ感染拡大初期に最も深刻な状況に見舞われ、他のどの国よりも早い段階
で国全体の一斉外出禁止令を発していたイタリアでも半数近くがマスク未着用であった。つまり、欧米
の国ぐにでは、100年以上も前の「スペイン風邪」大流行時には利用されていたマスクは、今回の新型
コロナのパンデミックが宣言された当初、それを着用する動きはほとんどなかったのである。

しかし約１年が経過した2021年１月になるとマスク着用率はどの国や地域においても軒並み過半数を
超え、場合によっては８割を超える住民がマスクを着用するようになっていた［日本リサーチセンター	
2021］。こうした変化は直接的には法律を定め、公的な場でのマスク未着用が罰金処罰対象とされたこ
とによってもたらされたと考えられる。同時にマスク着用を促進するためのさまざまな広報が展開され、
マスクに対する人びとの認識に変化が生じ、マスク着用の必要性が受容されていったとも言えそうであ
る。どのような広報が展開されたのだろうか。この疑問が本稿のきっかけである。以下では、マスク着
用推進広報で登場したポスターを取り上げて国際比較を試みることにする。

マスクの定義
新型コロナウィルスの感染症（Covid-19）が世界規模で広まって３年が経過しているので今さら「マ

スクとは何か」をわざわざ定義する必要はないのかもしれない。しかし、用語としての「マスク（mask）」

１	 防災総合センター・客員教授
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は多義で、場面に応じてその意味することが異なる。例えば、甘いマスクといえば顔立ちを指す。デス
マスクは死者の顔から形をとって作る死面のことである。日本経済の高度成長期に漫画雑誌で登場した

「タイガーマスク」の主人公はトラの頭部顔面を模した布を頭から顎まですっぽりとかぶって、顔を見せ
ないようにしている。この時のマスクは覆面である。かたや、スペインから独立間もないカリフォルニ
ア地域の有力政治家に立ち向かう青年を描く映画「快傑ゾロ」の原題は「The	Mask	of	Zorro」で、この
主人公は頭巾のように頭から目の下までの顔の半分近くを覆う布の覆面を着けている。同じように、外
国映画で見かける仮面舞踏会の参加者は顔の半分あるいは全面を隠すような面を着けて素顔を隠し、自
分が何者かをわかりにくいようにしている。文字通り「仮」面である。それはある意味の身元保護とい
えるだろうか。そして保護ということでは、野球の捕手やフェンシングや剣道の選手は、競技中や練習
中に顔面や頭部を負傷しにくくするための道具である防具を着用するが、これもマスクである。

これらの例のマスクは着用者の素性を伏せる、顔面を保護する、という目的のために用いられる道具
である。素性をわかりにくくするという場合には、マスクは覆面であるし、外の害から身を守るという
場合は防具という訳語が当てはめられたりしている。そして防具として頭部から顔面を覆うマスクには、
有毒ガスの吸引を防止する防毒マスクやガスマスクなどもある。

一方、日常生活や医療現場で鼻、口などの顔面の器官を覆うことで、塵埃や病菌が体内に入り込みに
くくすることや、体内からの分泌物の排出を抑制する装着具としてのマスクもある。それらは、産業用、
医療用そして家庭用など使用目的や使用場所などによって分類されており、産業用のマスクには国家検
定規格がもうけられている。例えば、N95として知られているマスクは、空気中の粒子捕集効率試験で
95パーセント以上の成果を出すと判定されたものである。

性能に関しての公的な規格は厳密ではないものの日常生活で用いられているマスクもある。製造に携
わる企業の関連団体である一般社団法人日本衛生材料工業会によるとマスクとは「天然繊維・化学繊維
の織編物または不織布を主な本体材料として、口と鼻を覆う形状で、花粉、ホコリなどの粒子が体内に
侵入するのを抑制、また、かぜなどの咳やクシャミの飛沫の飛散を抑制することを目的に使用される、
薬事法に該当しない衛生用製品」である［一般社団法人日本衛生材料工業会］。今日市場には多くのマス
クが流通しているが、それらは平形、プリーツで立体的に変化できるもの、そして最初から立体として
成型されているものの３種類に大別することが可能で、これらのどのタイプであっても鼻、口を覆う部
分とそれとつながる耳にかける紐状の繊維やゴムでできあがっている。

マスクの歴史
住田によれば［2021］、今日のマスクの原型は19世紀半ばの英国で呼吸器疾患の患者のために考案さ

れた「呼吸器（レスピレーター）」である。鼻と口の覆いには格子状の金属が組み込まれ、吐いた息の温
度がその部分で保たれて湿気のある空気を吸えるようになっていた。この種の呼吸器は明治維新を経て
間もない日本にも上陸をしたようで、呼吸器は服飾用品の１つとして受け入れられた［同	2021］。

呼吸器の日本最古と言われる1897年の広告には、「…此器は大氣に觸れて乾濕ともに變色せず腐蝕せず
これ他種に比して卓絶足るところなり抑も共用あるや雨露曇霧を侵し或は風塵の間に行歩し又は暖室を
出て劇場を去るが如き頃に寒冷に觸る等に際しては必ず携帯するべき要器たり又共効驋は寒胃を防ぎ咳
嗽を止め氣管炎其他呼吸器諸病を防止する等數ふるに暇あらず…」とあり、室内外の気温差からの身体
保護とそれにともなう健康への効用を唱っている［宮武	1925：住田	2021より引用］。

服飾品だった呼吸器が衛生用品のマスクとして日常生活へ浸透していくきっかけになったのは第１次
世界大戦の末期に流行したスペイン風邪だった。この時期マスクの着用が風邪の「バイキン」の体内へ
の侵入防止に有用であるという広告がなされるようになる（広告ポスターについては後述）。そして、第
２次世界大戦後には学校給食時の担当係となった生徒がエプロンとマスクを着用して配膳するようになっ
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た［読売新聞オンライン	2020年10月30日］。こうした集団経験がマスク着用を日常行為の１つとして定
着させ、マスクは「清潔」「衛生」保持を表象する道具として人びとの間に受容されてきた。今や、季節
性インフルエンザの流行時期やアレルギーを引き起こす花粉の発散時期になると予防措置としてマスク
を着用して街中を往く人びとの姿は風物詩のようになっている。

一方、マスクが最初に考案された英国をはじめとする欧米諸国では、日常生活でのマスク着用の習慣
は定着しなかった。桜井によれば、英国ではインフルエンザや花粉症の季節でもマスクを着用している
住民はほとんどいない［桜井	2012:7］。

マスク着用効果についての相剋する見解
健康管理のための道具としてマスクを受容している日本では、季節性インフルエンザの流行時や花粉

が飛び始める頃になると、その利用は広く受容されている。しかし、マスク着用の受容度には国や地域
で異なっている。1918年に発生したいわゆる「スペイン風邪」のパンデミックが発生したときには欧米
諸国ではマスクの着用が推奨された。米国では第一次世界大戦への参戦と軍隊の派兵も関係しており、
マスク着用の効果の研究が行われたようである［Barry	2020(2004):211］。そして後にはニューヨークな
どではマスク着用が義務化もされた［ibid.340,350］。マスクの使用が求められる一方で、それに対して
反対をする市民もいたようで［Adams	2020,	History.com］、このときの感染流行が収まると欧米の人び
とのあいだではマスクは着用されなくなった。この傾向は日本でも見られ、1918年前後のインフルエン
ザのパンデミック時にはマスクの利用が提唱されたが、流行が収まるとマスクの使用は下火になったと
いう。ところがそれからしばらく経った1930年代半ばに日本で新たなインフルエンザが流行するとマス
クが改めて着用されるようになり、その後感染が起こるたびに人びとのあいだでのマスクの需要は高まっ
たという［東京医療用品卸業界	平成７年］。

国や地域でマスク着用の受け止め方が違う一方で、マスク着用効果は医学的な見地からどのように評
価されてきているのだろうか。70年以上も前にガーゼマスク着用による飛沫伝染防止の研究がある。こ
の研究を行った豊川や榊原は［1951］、すでに感染している人が装着すると、その人から排出される飛
沫での伝染防止には効果を期待できるが、健康者が使用してもその効果に疑問が生じる、と指摘してい
る［豊川行年、榊原士郎	1951（桜井	2012:44から援用）］。これはマスクの素材であるガーゼが多孔性で
あることと関連していると思われるのだが、それから半世紀以上も経過し不織布がサージカルマスクの
主な素材となっていた2000年代に入っても類似した見解が提示されていた。

2009年新型インフルエンザ（H1N1）が流行したとき日本政府は関係省庁会議を催し「新型インフル
エンザ対策行動計画・ガイドライン」を策定した。この中の「個人、家庭及び地域における新型インフ
ルエンザ対策ガイドライン」には、マスクに関しては次のような見解が示されている。「発症した人がマ
スクをすることによって他の人に感染させないという効果は認められており、自分が発症した場合には
マスクを着用することが必要である。他方、まだ感染していない者がマスクをすることによってウイル
スの吸い込みを完全に防ぐという明確な科学的根拠はないため、マスクを着用することのみによる防御
を過信せず…」［新型インフルエンザ及び鳥インフルエンザに関する関係省庁会議	2009:136］。つまり、
感染した人や有症者には飛沫排出抑制の効果はあっても、健康者のマスク着用に関しての予防効果は定
かではないということである。これに類似した見解は別の研究でも示されている。

カウリングらは［Cowling,	Zhou,	Ip,	Leung	and	Aiello	2010］、2009年の新型インフルエンザ流行期に
発表されたマスク着用と感染抑制効果に関わる一連の研究を評価している。この中でも、感染している
患者がマスクを装着すると飛沫排出抑制の効果があり、感染を広めないということでの予防策になりえ
るが、未感染者がマスクを使用することで罹患を防ぐというデータはほぼない、と結論している。

同じ時期にブリーネンらも［Brienen,	Timen,	Wallinga,	van	Steenbergen	and	Teunis	2010］マスクの効
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能を調べ、マスク着用が集団（population-wide）で実践されるとインフルエンザの大流行を遅らせる効
果はあり、マスク着用はインフルエンザの発生を抑制する程度までの数の減少をもたらすと述べている。

マスクがインフルエンザ拡大抑制に効果があるという、類似した見解はミルトンらによっても提示さ
れている［Milton,	Fabian,	Cowling,	Grantham,	McDevitt	2013］。この研究に基づいて、ハーバード大学
の公衆衛生大学院の2013年３月13日付けのニュースレターでは、マスクはインフルエンザ流行抑制に効
果がないとはいえないという指摘している［Roeder	2013］。

これらの研究から明らかなのは、すでに感染している人がマスクを着用するのは感染を抑制するとい
う点で効果はあるが、健康な人、あるいは未感染者が着用しても感染を予防するかどうかには疑問が残
るというのが専門家たちの見解だということである。それにもかかわらず、日本では感染した人はもと
より、未感染者や健康者が感染予防を前提とした体調管理の防具としてマスクが受容されているのであ
る。さらにそれだけでなく、マスクを服飾品の１つとして「伊達に」愛用する人たちさえも登場してい
るという報告もある［ARERAdot.	2014］。マスク着用については、世界的な評価とは異なる見方が日本
の人びとのあいだにあるといえそうである。

今回の新型コロナウィルスの感染が拡大し始めた2020年１月24日、英国放送協会（以下BBC）は「マ
スクは有効？　ウィルスの感染拡大を防ぐには」と題された記事を発信した。この中でBBCの保健担当
記者は、中国での大気汚染と新型コロナ流行への対処としてマスク着用者が多いが、ウィルス学者は、
マスクは空気感染についての予防効果を疑問視していると述べて、ロンドン大学セント・ジョージ校の
デイヴィッド・キャリントンの見解を提示している。

キャリントンによれば、「一般向けのマスクは隙間が多すぎ、空気フィルターもなく、目も防護されな
いため」空気によって運ばれるウィルスやバクテリアの予防には効果がない」。しかしながら、マスク着
用は、くしゃみやせきによる体外への「噴出」を和らげたり、装着しているあいだは「手に付着したウィ
ルスを口から体内に入れてしまうのを防いだりすることはできる」という。さらに、記事は、病院のよ
うな環境が十分に制御された状態では、「顔を覆うマスク」は「専用呼吸器が同じくらいの効果を発揮し
た」というが、同時に、「一般的な環境でのマスクの効果については、データもそれほど芳しくない。長
い間マスクを着用し続けることは非常に難しいことだ」という別の者の言葉で結んでいる。

その後イタリアでは緊急事態宣言が発令され（１月31日）、他地域への人的移動はもちろん自宅周辺
での外出さえも制限されるようになり、新型コロナウィルス感染の深刻さがより明らかになった。２月
11日WHOは新型コロナウィルスによって罹患する疾患をCovid-19と命名した。そして、同月28日に、
WHOはこのウィルスの世界規模で大流行する危険度を「非常に高い」（最高レベル）に引き上げたが、
世界的な大流行を指すパンデミックではないと判断していた。

WHOの見解を報じた2020年２月29日のBBCの記事では、新型コロナウィルスの感染を回避するため
の方策が示されている。それらは、①せっけんと水、あるいは消毒用アルコールによる手の洗浄、②せ
きやくしゃみをする際には鼻と口をティッシュやひじの内側で覆う、③風邪やインフルエンザのような
症状を示す人との濃厚接触を避ける、④肉や卵は十分に加熱する、そして⑤野生動物や家畜との無防備
な接触を避ける、の５つで、マスク着用は求められていなかった。

マスク着用に消極的な報道はその後も続いた。３月４日の「新型ウィルスにマスクや手袋は有効？」
というBBCの番組での解説番組では同局の保健担当編集委員は、「マスクは誤った安心感を与えてくれる
が、これらは医療従事者に取っておくべきである。感染者が着用するのは有効だが、感染者はもともと
外出せずに自宅にとどまっておくべきだ」という。そして、英国のあるマスク製造会社が「新型コロナ
ウィルスの流行をマスクで防ぐ」という宣伝をすると、英国の広告基準協会（the	Advertising	Standard	
Authority:	ASA）は、この宣伝は「誤解を招き、無責任で、正当な理由なしに恐怖を生む可能性が高い」
と判断し、それらの広告を禁止するということが起こった［ASA	2013年３月13日］。これは、ASAが新
型ウィルスの予防法としてマスクの使用は推奨していない、とする英国当局者の姿勢を支持しているこ
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との表れだと、BBCは伝えている［2020年３月４日］。
３月11日WHOは今回の新型コロナウィルスによる世界規模での感染拡大をパンデミックとする声明

を発した。そして同月下旬に入ると、マスク着用全否定ともいえる状況に疑問を投げかける記事が登場
する。例えば、BBCは2020年３月26日の「マスクをする国、しない国　何が違うのか？」という記事を
掲載した。

この記事は、マスク着用を世界的に眺めてみると、着用が当たり前となっている場所とそうでない場
所があるが、それはそれぞれの国や地域の行政や医療上の助言だけでなく、文化的な規範や影響による
ものだ、という文章から始まる。しかし、今回のパンデミックが悪化するにつれて、状況は変わるのだ
ろうか？と尋ねるのである。マスク着用は不要一辺倒だったBBCの従来の見解に、自局の記者が疑問を
呈したのである。

記事では、「混雑した場所で多くの人がマスクを使えば、大勢への伝染という観点からは一定の効果が
あると思う。現時点では、伝染を減らすためにどんな小さなことでもやろうとしている。ちりも積もれ
ば山となる」という香港大学の伝染病学者ベンジャミン・カウリング氏の発言を受けて、新型コロナウィ
ルスが引き起こした未知の感染症にかかわる新しい証拠や研究成果にも影響されて、マスクの使い方は
変わるかもしれない、と結ばれている。

しばらくするとワシントン・ポスト（The Washington Post ）紙は米国疾病予防管理センター（以下
CDC）が、マスク（face	coverings）の使用をホワイトハウスに提言する準備をしているという記事を報
道した。そして、2020年４月４日のロイター（Reuters）はケランド記者による「マスクがインフルエン
ザとある種のコロナウィルスの拡散を抑える、という研究発表がなされた」という記事を掲載した。ま
た、感染者が咳やくしゃみで排出する飛沫回避は単に物理的な間隔だけでなく、マスクによって感染者
の呼吸の流れを遮断し、空気中のウィルスが口から侵入しないようにするのが望ましい、という研究報
告が出されるようになった［例えば、Howard	et	al.	2020］

2020年３月末から４月にかけて、未感染者や健康な人のマスク着用には後ろ向きであったヨーロッパ
諸国では方針転換が行われるようになり、マスク着用を推奨する動きが明らかになった。ドイツでは４
月末までにすべての州でマスク着用が義務化された。中には罰金を科す州もでた。５月に入ると世界中
で34を超える国や地域がマスク着用を義務化した［例えば、Martinho-Corbishley	2020］。

非感染者あるいは健康な人のマスク着用をいわば全否定していた英国でも2020年７月20日をもってマ
スク着用を義務化し指定された場所や施設そしてサービスを受ける際のマスク未着用には罰金が科せら
れた。同様の対応は米国やオーストラリアでも取られるようになった。ニューヨーク州ではマスク着用
拒否者には最大1000ドルの罰金が科せられることになった。オーストラリアの場合州ごとに差がある。
メルボルンを州都とするヴィクトリア州では自宅外でのマスク未着用には200豪ドルの罰金が科せられ
ることになった。

マスク着用は70年以上にわたり、既感染者や患者が着用することに効果があると見なされ、未感染者
や健康の人のマスク着用は不要とされてきた。しかし、新型コロナウィルスが引き起こしたパンデミッ
クによって、マスクは健康者や未感染者が着用することでも感染拡大抑制効果があることを示すことに
なったのである。

2020年末から21年のはじめ頃になるとマスクの着用は世界的にも急速に定着した。日本リサーチセン
ターによるマスク着用率に関わる世界23カ国地域調査によると［2021］、2020年の３月時点でヨーロッ
パ諸国や北米でのマスク着用率は英国で２パーセント、ノルウェー３パーセント、デンマークとドイツ
は１パーセント、米国とカナダはそれぞれ５パーセントと６パーセントであった。それが、2021年１月
になると、英国74パーセント、ノルウェー62パーセント、デンマーク65パーセント、ドイツ75パーセン
トそして米国は80パーセント、カナダは84パーセントにまで変化していた。人びとの行動変化は明らか
である。このような劇的な変化は自宅外でのマスク未着用には罰金を科すという法的措置が、直接的な
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効果をもたらしたのだろうと推測できる。同時にパンデミック拡大防止を目指してさまざまな広報活動
が多様なメディアを通して展開されてきた。これらにより、マスク着用の必要性についての人びとの認
識や意識が変化しただろうとも考えられる。どのような広報がなされたのだろうか。次の項では、それ
らの広報活動手段の中からポスターに注目して、マスク着用の必要性を訴求するポスターに注目する。

ポスターについて
全否定していたマスク着用が必須だと大転換したとき、それを周知する対応がなされ始めた。広報に

よる周知である。今の時代の広報はインターネット、TV、ラジオ、新聞などのメディアを当然のように
利用するが、壁や柱に一定期間貼り付けられたまま人びとの目にさらされているポスターも広く利用さ
れている。

文字と紙への印刷によって作られているポスターは広告、告知のための情報伝達媒体としては極めて
古い。ポスターは同じ情報が大量に印刷され、市中の街頭や建物の内外の柱や壁に貼り付けられる。そ
のため、ポスターが掲示されているあいだ同じ情報が往来する不特定多数の人びとの目に触れられてい
る。

ポスターは多くの場合限られた２次元の空白（紙の上のこと）に広告とそれを表象する芸術（アート）
を組み合わせている。そのためポスター自体が芸術作品として人びとの目を楽しませるだけでなく、宣
伝されている品やサービスへの注目を集めることになる［Holden	2007:9］。そしてポスターは壁や柱に
貼り付けられているあいだ文字通り24時間一日中人びとの目に触れられることになるので、ポスターに
用いられて伝達するべきメッセージはわかりやすく、人を引きつけられるように工夫されている。具体
的には、用いられる単語数はせいぜい６から７つで、テキストは簡潔で人の情感に訴えることが必要だ
という見解もある［例えば、OʼGuinn,	Allen	and	Semenik	1998:446］。

告知や広告のメディアとしてポスターには長い歴史があるが、それ自体の効果を科学的に測定するこ
とは難しい。掲示場所、新聞、ラジオ、TVなどの別の媒体でも並行して広告や告示がなされるかなどに
よって効果が左右されている、とホールデンはいう［Holden	2007:15］。ホールデンによれば、オースト
ラリアに初進出したベルギー産ビールの路上広告は、英語を母語とするオーストラリア人に原産地の発
音で注文させるようになる効果はあった、という［ibid.16］。

藤村と谷口は、ポスターが呼びかける電車内におけるマナー啓発メッセージが、実際の行動に対する
意識や行動実態への影響を調べている［藤村・谷口	2017］。研究の主眼は用いられているメッセージが
持つ影響であるが、芸術（アート）をともなう文字で示されているメッセージが訴求力を内包している
ことを示唆している。

医療分野では臨床での感染制御および予防を目指す啓発運動にポスターを利用することが多いらしい
［Jenner,	Jones,	Fletcher,	Miller	and	Scott	2005］。ジェナーらの研究も臨床現場の医師やその他の医療従
事者に手先を清潔に保つための衛生管理としての手洗いを訴えるためのポスターにおいて、どのような
メッセージがより効果的なのかを検討している。メッセージのあり方は改めて検討することにして、こ
こで確認しておくべきはポスターが宣伝や告知そして公示に有効なメディアであることを示しているこ
とである。

マスク着用促進ポスターのあれこれ
新型コロナウィルスがもたらした新しい感染症（Covid1-19）の罹患を回避するための予防策を示した

ポスターが多種制作され、街頭に掲示された。それらにはいくつかの様式があった。１つは、Covid-19
がもたらす症状の特徴、発症した時の対象法や連絡する医療機関などの情報、そして自助としての予防
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策の紹介で、文字による情報（解説など）が中心になるものである。こうしたポスターには店舗や交通
機関を含む公的機関を利用するさいの留意事項が書かれていたりもした。

また、実際店舗や人が集まる場所や建物そして施設の入り口ではマスク着用義務、手指消毒の励行、
出入り口の区別などを示す告知的ポスターもあった。そして、これらに加えて、人びとの意識や新型コ
ロナウィルスに関する知識を提供し、それへの認識を変更させ、日常生活行動に変容を起こさせること
を意図した啓発的なポスターも制作された。それらのポスターは人びとの目につきやすい場所に掲示さ
れていた。

以下では、啓発関連の中からマスク着用促進を目指したポスターに焦点を当てる。取り上げるのは３
つの国で制作された広報ポスターである。１つはマスク定着度が高い日本がマスクの導入を試みた時期
のポスター、２つめはマスク着用を長らく否定していた英国の例、そして３番目は新型コロナウィルス
感染が急速に拡大していた時、世界でもっとも多くの感染者が生まれた米国のニューヨーク州ニューヨー
ク市交通局（MTA）が電車バスの車内で掲示していたポスターである。「MTA制作ポスター」について
は、便宜上「米国のポスター」と表すこともある。

日本の場合
今回の新型コロナウィルスの感染が拡大する以前から日本ではマスク着用は受容されていた。しかし、

今のマスクの原型とも言える呼吸器が日本にもたらされた19世紀末には、それは服飾品の１つであり、
衛生用品の扱いではなかった。マスクが現在のように飛沫排出抑制、埃、塵（後には花粉が加わる）そ
してウィルスの吸引回避という目的で使い始められるのは20世紀に入ってからであった。

第一次世界大戦が終わろうとしていたとき、世界規模でのインフルエンザ（スペイン風邪）が大流行
した。日本では1918年７月から1921年７月までの３年間に３回の波があり、この間に約2300万人が罹患
し、39万人近くが死亡した［池田他	2005、奥積	2020］このような状況下で、当時の政府は人びとにマ
スクの着用、うがいなどの感染予防策を訴えるためポスターを制作し広報をしている［内務省衛生局著	
1922］。資料１は当時のポスターをまとめたもので国立保健医療科学院の図書館所蔵のものである。こ

資料１　「流行性感冒」　内務省衛生局著　（1922.3）
［https://www.niph.go.jp/toshokan/koten/Statistics/10008882-p.html］
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れらの中でマスク着用促進を意図していると思われるポスターとしては資料２と資料３の２つが該当す
る。

２つのポスターは中心に大きくイラストを配置し見る人にどの場面かを容易に連想させる。資料２は
列車内の座席に座っている客と立ち客が描かれており、座っている客の１人はマスク未着用で口を大き
く開けて居眠りをしている。残りの３人の乗客はマスクを着用している。

ポスターの見出し文は上下にそれぞれ１つずつあわせて２つある。両方とも赤を背景色にして、文字
が白抜きで書かれている。上段の見出し文は「恐るべし『ハヤリカゼ』の『バイキン』！」、下段の見出
しには「マスクをかけぬ命知らず！」と２つの文には感嘆符が付記されている。

資料３のポスターにはイラストは２種類ある。２つのあいだにコマ間を左から右へ斜めに配して、こ
こに見出し文を書き込み、上下にイラストを描いている。上段のイラストは列車内で座っている客が描
かれている。客の数は全部で６人、１人は背を向けた子ども、前を向いている大人のうち中央の２人の
男性はマスク未着用で右側の男性が咳をして飛沫が飛んでいる。下段のイラストは、車内の客が帰宅し
た直後のようにもみえ、土間からの上がり口で大人と子どもがうがいをしている。

２つのイラストのあいだに挟まれたコマ間には「汽車電車人の中では『マスク』せよ、外出の後は『ウ
ガイ』忘るな」という見出し文を入れている。ここではマスクとウガイがカタカナで記され、朱色のカ
ギ括弧で囲まれている。

ポスターの右下の角には右から左への読み方で「『マスク』とうがい」というポスターのテーマを挿入
している。ここでのうがいは平仮名で表記されている。

資料３が興味深いのは、ポスターテーマの見出し文に対角線上にある吹き出しのイラストとその説明
文である。この吹き出しには、発熱して氷嚢で額を冷ましている人の姿とその左側に「『マスク』をかけ
ぬと…」という台詞が挿入されている。

資料２と３の２つのポスターが、マスク着用を促す啓発ポスターであることは容易に判断できる。そ
して資料２が「『マスク』をかけぬ命知らず」という文言で、マスク着用の有無が命に左右する行動だと

資料２ 資料３
［https://www.niph.go.jp/toshokan/koten/Statistics/10008882-p.html］から抜粋



― ―11

示唆しているし、他方は「『マスク』をかけぬと…」と文言を途中で切り、感染がもたらすであろう深刻
な状況を連想させているのである。

英国の例
英国でマスク着用が義務化されたのは2020年７月24日であった。この日から自宅以外の公共の施設や

交通機関内でのマスク未着用には罰金が科せられることになった。
既に触れたように、英国では、マスメディアでも医療関係者の間でもマスク着用は感染者には認めて

も未感染者や健康な人の着用には否定的、あるいは後ろ向きの発言がなされてきた。英国ではこうした
風潮をいわば反転させる必要があった。ポスターは英国政府が作成しているが、広報はNHS（National	
Health	Service）とともに行われている（NHSは英国の
公的な医療提供機関で、そのままNHSとか「国民医療
サービス」あるいは「国民保健サービス」と称されてい
ることが多い）。

これらのポスターではイラストの代わりに実写の写真を採用し、マスクを着用している人物の上半身
を明示している。ポスターには、マスク（mask）やそれに相当する顔の覆い（face	covering）の用語は
出ていない。大きな文字で示されている見出しは２つのポスターとも同じで次のような訳ができそうで
ある。「わたしがマスクを着用しているのはあなたを守るため。あなたもマスクを着けて、わたしを守っ
てね」

なお、資料４の見出し文の下には、「公共交通機関乗車中は鼻と口を常に覆っておかねばなりません。
ただし、着用不要を示す相当の理由がある場合を除外します」とある。

米国MTAの車内ポスター
ニューヨークの交通局が利用者に乗車

時のマスク着用を義務づけたのは2020年
４月17日からであった。最初に資料６の
ポスターが作成され、駅構内、電車バス
などに紙媒体そしてデジタルの映像媒体
で掲示されるようになった。ここでは、
大見出しに「安全な移動」と最上段の黒
帯に記し、黄色を背景にして黒文字で「そ

資料４　https://coxgreen.gov.uk/covid-19-face-coverings/
資料５　https://newsroom.shropshire.gov.uk/2020/	
08/face-coverings-council-buildings/

資料６　https://new.mta.info/safetravels　より
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れらを覆ってね」という見出し文を
つけている。
「それら」はさらに小さな文字で

「乗車時には鼻と口を布あるいはマス
クで覆ってください」と記されてい
る。右下には「感染拡大を止めよう。
命を救おう」とある。この段階では、
鼻と口を覆うのは、マスク（mask）
でも布（cloth）でもどちらでも良
かった。その後MTAは利用客にマス
ク着用を促す各種のポスターを作成
していった（ https://new.mta.info/
safetravels参照のこと）。

これらのポスターは電車やバスの車窓と天井のつなぎ目部分（資料７）や乗降口ドアの戸袋にあたる
壁部に掲示される。日本の場合、電車の乗降口の吊り輪用の金属柱を利用して週刊誌の発売などを知ら
せる広告があるが、あれば吊り下げ広告でポスターと区別されている（英国の鉄道列車やニューヨーク
の地下鉄などの鉄道列車内で吊り下げ広告を見ることはない）。

以下で示すのはニューヨーク市内を走る地下鉄列車やバスの車内で掲示されたポスターである。どの
ポスターも黄色い下地に黒で人物像が描かれている簡素なイラストで、テーマは正しいマスクの着用で
ある。全部のポスターの下部には「感染拡大を止めよう。マスクを着用しよう」と記されている。

最初に示している資料８には、マスクの着用の仕方の例が示されており、それぞれの可否を文字で示
している。左から「ダメ（Nope）」、「まだダメだね（Not	quite）」、「もう一回試そう（Try	again）」、「そ
れだね（Thatʼs	the	one）」と説明文がついている。

別のポスターでは英国のポスターと内容的に同じメッセージを伴っているポスターもある（資料９）。
上段の文章は左側に、「わたしはあなたのことを大事にしている」、右側は「わたしのことを気にかけて
くれているのね」とある。そして、下段のポスターには、マスクで口と鼻を覆ったイラストの横に、「マ
スクは敬意（リスペクト）の表れ（サイン）です」と書かれている。

車内の天井と窓枠のあいだのスペースに掲示されたこれらの横長のポスターの加えて乗降口横の戸袋
の壁部の空間には資料10のa）～c）のようなポスターのいずれかが掲示されている。人物が大きく描か
れ、マスクにはそれぞれの見出し文が記されている。

左の（a）から「マスクは意見のようなもので、みんな１つはもつべきだ」、（b）は「マスクは言葉よ
りものをいう（直訳は、大きな声で訴える）」そして（c）は「知らない誰かの命を救おうよ」と書いて
ある。１つの図柄を用いたパターンは他にも作成されており、ハローウィーンの時期にはカボチャを模
した人物が、感謝祭の時には七面鳥が登場してマスク着用の必要性を訴えている。

資料７　ニューヨーク地下鉄車内のポスター
2022年７月著者撮影

資料８　https://new.mta.info/safetravels　から
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これらの一連のポスターは、マスク着用に不慣れな人びとに着用法を示し、そしてマスク着用の意義
を知らせるようとする姿勢を読み取ることができる。

一方、同調圧力的な発想を描いているイラストを用いたポスターも作成されているので提示しておく
（資料11）。

このポスターでは、真ん中の人物はマスクをあごにまで下ろして鼻と口を露出させた、いわゆる、あ
ごマスクにしている。その人物に対して、きちんとマスクを着用している他の４名が眉をしかめて「こ
んなふうにはならないで」と書いてある。

資料９　https://new.mta.info/safetravels　から

（a） （b） （c）
資料10　https://new.mta.info/safetravels　から

資料11　https://new.mta.info/safetravels　から
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比較
日本のポスターはスペイン風邪が流行した第一次世界大戦後の1920年に作成されたものである。それ

に対して、英米のものは、今回の新型コロナウィルス感染拡大阻止を目指した広報に採用されたもので
ある。両者の作成された時期には100年の時間差があり、それぞれの特徴があるが、同時に共通点もあ
る。

まず、すべてのポスターがマスク着用を推奨し、芸術（アート）と見出し文による広告という２つの
要素が含まれている。芸術（アート）の部分では、英国のポスターでは実写写真が用いられている一方、
日本と米国の作品ではイラストが用いられている。日本と英国のポスターで用いられているイラストあ
るいは写真では、マスク着用の図が強調されている。英国のポスターの場合、人物の顔が大きく示され、
鼻と口をきちんと覆っているマスク着用の図柄となっている。それに対して、日本のポスターではマス
クを着用している人びとの間に未着用の男性が口を開けて居眠りしているイラストとなっている。こう
した違いは添えられている見出し文を反映していると考えられる。つまり、日本では、「マスクをかけぬ
命知らず」や「汽車電車人の中ではマスクをせよ」を伝えるために、口を大きく開いて居眠りをしてい
る男性や、マスクをかけた人たちの間にマスク未着用の男性を配置し、そして咳によって飛沫を排出し
ているような場面を描き、下のウガイすることが必要だと思わせる場面へとつないでいる。

見出しの宣伝文については、英国のポスターは、マスクを着用する理由あるいは、それによってもた
らされる恩恵を示す見出し文となっている。「あなたのためにマスクを着ける」というメッセージは、マ
スクは自分も守るが、それ以上に他者保護につながっているという利他性があることを訴求していると
考えられる。

これらの２つに対して、米国のポスターは、まず横長のポスターのそれぞれの人物はマスクの望まし
い着用法を説明している。そして乗降口横の壁部掲示の大きなポスターの１つはマスク着用が当たり前
だということ（「マスクは意見のようなもので、みんな１つはもつべきだ／あるいは持っているはずだ」）、
あるいはマスク着用がもたらす社会的な意義（「マスクは言葉よりもものをいう（大きな声で訴える）」

「マスクの着用は見知らぬ誰かの命を救おう」）というような提示することで、マスクを着用することが
必要だと示しながら、ポスターを見る人にマスク着用の必要性を訴求している。

1920年代の日本のポスターに示された「マスクをかけぬ命知らず」や「マスクをかけぬと…」と台詞
を入れて寝込んだ男性を描いている吹き出しのある２つのポスターはともにマスク着用の効用を語って
いながらも、ともすれば、ある種の恐怖心をあおっているようにも捉えることができる。これは、対処
のための行動（ポスターではマスク着用）を取らなかった場合、身に降りかかと思われる事象（同、発
熱による寝込み）を示すことで行動の変容を推奨しているものと考えることが可能で、ある種の脅威ア
ピールとも言えそうな方法である［例えば、島田・荒井	2017］。

脅威あるいは「恥」の気持ちを持たせるような文言を用いる傾向は、1918年の「スペイン風邪」のパ
ンデミックの際の米国でのマスク着用促進キャンペーンでも同様にみられた［History.com］。ただし、こ
の時にはアートと宣伝文を組み合わせたポスターではなく、警告文を記した公共広告（public	service	
announcement）として公表されたものであった。警告の文言には「唾棄は死を広げる（Spit	Spreads	
Death）」「マスクを着用せよ。さもないと刑務所行きだ（WEAR	A	MASK	OR	GO	TO	JAIL）」「マスク非
着用者（Mask	Slackers）」「恐るべき唾棄（ʻDeadlyʼ	Spit）」などが用いられていた。これらの警告文を広
告することでマスク着用の意義を訴え、人びとに新しい行動様式の重要性と実際の行動変容を求めたの
である。

一方、2020年の新型コロナウィルスの大感染に対処する際のマスク着用促進キャンペーンでは、すで
にこれが定着していた日本では着用の意義を訴えるようなポスターは登場しなかった。マスク着用にな
じみがない人びとが多数を占めている英国や米国のポスターでは、1918年のパンデミックの際に登場し
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たような脅威をアピールするのではなくマスク着用は他者への思いやりの表れだというイメージを提示
し、自身のマスク着用は他者のためになるという利他主義とそれを担う自分があるという自己の効力感
に訴えているようにも捉えられよう。

ポスターには時代やその時どきの社会風潮や価値観はもちろん、それらが作成される国や地域の社会
的文化的政治的状況さらには審美観などが複雑に反映されている。それだけに、20世紀初頭のパンデミッ
クの際に登場したポスターと、新たな新型コロナウィルスが引き起こしたパンデミックに対応するため
の生活様式を訴求しているポスターを単純に比較し、優劣を語ることはできないし、その必要もないだ
ろう。パンデミック時の自己防衛策としてのマスク着用を訴える日本、米国、英国におけるポスターに
は上記のような特徴が見られたということである。

おわりに
2020年に世界規模で拡大したCovid-19のパンデミックは、マスク着用について、それまで消極的ある

いは否定的姿勢を示していた国や地域において、マスクの着用を積極的に推奨するという、マスクの効
用に関わる肯定的評価へと大転換を引き起こした。世界中の国や地域の公共交通機関の駅舎、電車バス
そしてタクシーの車両の乗降口のドアや入り口、そして車内においても、さらには街では官民問わずほ
とんどの建物や施設の入り口にはマスク着用を求める掲示が張り出されるようになった。また公的な関
係機関による広報活動などによって、2020年の年末には、それ以前にはマスク着用者の比率が数パーセ
ント台だった英国や米国において、60パーセント以上の人びとが着用するようになった。

このような行動変容が急速に起こった直裁的な要因は法的な根拠をもとに自宅外でのマスク未着用者
には容赦なく罰金するという強制力が行使されたからである。それがゆえに英国や米国でも大半の人び
とがマスクを着用するようになったのである。人びとにマスク着用を訴えた広報は補助的な役割を果た
すにとどまっていたと思われる。マスク着用がどれほどの程度浸透したのかを判断することは難しいの
が実情だろう。

新型コロナウィルスとの生活が丸２年が過ぎた2022年になると英国では他のどの先進諸国にも先んじ
てマスク着用義務を廃した（2022年１月27日から）。米国では、裁判によって2022年４月19日以降マス
ク着用義務は廃され、任意となった。これらの動向はマスク着用からの解放は大きな意味を持っている
ことを示している。

では、英国や米国の人びとは、これらの決定でマスク着用の束縛から解放されたのだろうか。マスク
着用義務を解いた判決がなされてから２ヶ月余り経った７月初旬著者は所用で渡米し、中西部のシカゴ、
東海岸のボストン、ニューヨークに滞在した。これらの大都市の繁華街や町中の公園などの広場で見か
けたのは、多くの人びとがマスクをかけている姿だった。そしてこの時点では、多くの建物や施設では
マスク着用推奨の案内がなされていた。実際、ニューヨークの地下鉄などの公共交通機関でマスク着用
が任意となったのは2022年９月９日からだった。オーストラリアでも国際線の航空機内でマスク着用義
務が廃されたのは９月９日からだった。

このように多くの国や地域で、新型コロナウィルス感染拡大防止措置の象徴とも言えるマスク着用義
務は徐々に解除されているが、今後マスク着用はどうなるのだろうか？新型コロナウィルスが隣り合わ
せの生活が始まって２年半たった春先の日本でのある調査によると自宅から100メートル程度離れると
きでさえ、人びとのほぼ全員がマスクを着用しているという傾向があった［Suzuki	2022］。また、真夏
には、熱中症の危険が叫ばれていたにもかかわらず、全体としてはマスクを外す人は多くはなかった。
マスク着用は日本では依然として実践されている。マスク着用は法的に強制されているわけでもない日
本では、2022年秋に入ってからマスク着用要請を解除する、しないという議論がなされた。着用に反対
する理由は、観光客誘致に不利であるとか、欧米では着用義務が廃されているというようなことが並べ



― ―16

られていたが、本稿執筆時点では最終的方針の正式表明はないままである＊。
一方、マスク着用にはどの国や地域でも相対的には消極的だったヨーロッパのドイツでは秋が深まる

10月以降公共機関や施設ではマスク着用が改めて求められるようになっている。フランスでも同様の措
置がとられている。オーストラリアでは、マスクはインフルエンザや新型コロナウィルスの感染を予防
する有効な道具であるとして、その着用が推奨されている。

本稿で取り上げている英国や米国ではマスク着用の義務が廃されて以降の動向はまだ不明である。し
かし、小さな薄っぺらい布きれでできた衛生用品が、この３年間世界を震撼させてきた感染症拡大抑制
に大きな役割を果たしているのは既に明らかで、この事実は世界的に受容されている。今回のコロナウィ
ルスの感染状況が収まらない現状では、マスク着用をめぐる議論は今後も続くのは予想に難くないよう
に思われる。
＊	2023年１月、新型コロナの分類変更が５月に予定されていることが発表された。これにともないマスク着用にも変化があると思われる。
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Comparisons of Posters to Promote Mask Wearing

Seiji Suzuki, PhD *

Abstract
Face	masks	were	devised	in	the	late	19th	century	as	equipment	for	healthcare	professionals.	When	the	

1918	influenza	pandemic	broke	out,	several	countries	tried	to	introduce	the	use	of	masks	not	only	for	the	
medical	professionals	but	also	for	the	general	public.	But	when	the	pandemic	ended,	the	use	of	masks	in	
the	streets	disappeared	in	the	Western	countries,	while	in	other	countries,	such	as	in	Japan	people	contin-
ued	to	use	masks.	When	the	Covid-19	pandemic	was	declared	in	2020,	the	public	authorities	in	countries	
where	few	mask	wearers	were	seen,	launched	extensive	campaigns	to	enhance	awareness	of	mask	wearing.	
This	paper	attemps	to	examine	the	characteristics	of	mask	wearing	promotional	posters	produced	during	
the	influenza	pandemic	of	1918-19	and	the	Covid-19	pandemic	of	2020	in	Japan,	the	UK	and	the	USA.
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